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映像情報の提示が運動経過の把握に与える影響
―簡易的な映像遅延装置の導入例―
Effect of presenting visual information on the understanding of 
movement processes
【研究ノート】
1.　緒言
　身体的技術の向上を目的とした運動学習場面において，学習者の運動をビデオ撮影し，それを学
習者に提示して学習効果を高める試みは，現在多くなされている1) 2)．国立スポーツ科学センター
（Japan Institute of Sports Science, 以降 JISS）における各競技の専用練習場および実験施設では，
どの施設にもカメラが設置されており，多くの映像がデータベース化されスポーツ研究等に活用さ
れている3)．それらは選手自身やコーチ，監督らが練習時の運動を確認し，運動学習や競技力を高め
るために利用されている．JISS では複数のカメラを用いた多視点映像システムによる動画像解析な
どが可能なため，学術研究へも既に活用されている．また，学校の授業や部活動・スポーツ指導現
場などにおいてもビデオ撮影した映像を活用した教育は多くみられることから，ビデオ・コンピュー
タなどの ICT を取り入れた学習は既に一般的であるといえる．
　一方，学習者自らを撮影した映像を数十秒後に学習者に自動でフィードバックするという映像遅
延装置は，未だに十分普及しているとは言えない．従来のビデオ撮影による運動学習は即時性や多
人数が学習する場合の効率性に欠ける一方で，映像遅延装置は即時性が高く利用効率が良い．その
ため JISS などの研究拠点や大学の施設などでは多く利用されているが，設置条件がありコストがか
かるなどの理由で広くは普及していないと考えられる．体育授業，部活動などのスポーツ指導現場
では，装置が安価で使いやすいことが不可欠であり，もし安価で簡便な導入例が報告されれば，映
像遅延装置が広く普及し，運動学習の効率向上，スポーツ競技力向上に寄与するものと考えられる．
　兵庫県立西宮今津高等学校の佐藤は，演技直後の振り返りによる指導が生徒に分かりやすく，気
づきや反復練習のステップになり，生徒の自主的活動，気づきが一目でわかり，その場で個々の動
作の振り返りが可能なので，多くの生徒に対して効果があったとしている4)．また，岡山県立玉島商
業高等学校の生田は，映像遅延装置によってそれぞれの生徒が繰り返し何度も各自のペースで画像
を分析し，ポイントの理解度，改善点の把握度が上昇し，イメージ伝達の工夫が見られ，動作イメー
ジの習得が促進されたとしている5)．
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　本研究では，体操競技の練習場面においてデジタルビデオカメラと映像遅延装置を利用した簡便
且つ安価な映像遅延による動作学習システムを採用し，多くの練習・学習者に効率よく利用してい
る導入例を報告する．
 2.　映像遅延による動作学習システムの概要
　本研究で採用した映像遅延による動作学習システムは，デジタルビデオカメラ，映像遅延装置，
そして液晶テレビから構成されている．加茂市体操トレーニングセンターにおける実際の練習場面
で応用しながら実験的な運用を繰り返し，構成した．システムに使用した機器は以下の通りである．
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図 1 映像遅延による動作学習システムの概観と映像遅延装置
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3.　映像遅延による動作学習システムの利用方法　
3-1. 利用の流れ
　映像遅延による動作学習システムは，常時撮影状態にされ 30 秒前の遅延映像を表示し続ける．学
習者は機器操作を意識することなく練習を行うが，運動終了後に自らの動作を確認する場合，映像
遅延による動作学習システムの表示装置前に移動し，30 秒前の運動を確認することができる．映像
の確認は，撮影を中止することなく行われるため，複数の学習者が同時に練習する場合であっても，
遅延映像を順次確認することができる．
　映像の閲覧をいったん中止すれば，巻き戻し，スロー再生など，様々な映像処理が可能である．テー
プ記録などとは異なり，巻き戻し時間もほとんどないため，瞬時に繰り返し閲覧が可能で，映像処
理中も撮影は継続されるため速やかに遅延映像表示画面まで復帰が可能である．これにより，練習
者が機器に触れることなく且つ自動での，[ 練習⇒映像確認⇒練習 ] の継続する練習・学習サイクル
が可能となった．
3-2. 遅延時間の設定
　機器の設定により映像の遅延時間は 0~40 秒で設定可能である．遅延時間 30 秒の設定は，練習場
の大きさに対するおよその移動時間で決定した．１人または少人数が狭い範囲内で使用する場合は，
10 秒または 20 秒などに設定し，より速やかに遅延映像を確認することができる． 
3-3. 撮影範囲
　1 台の撮影機器で複数の学習者を撮影する方法として，通常は図２のような角度で撮影している．
これにより，練習場のフロアスペースの一画を除き，ほとんどの練習器具学習者の撮影が可能となっ
た．逆に撮影範囲を限定すれば，練習種目ごとに至近距離での映像遅延による動作学習が可能である．
図２　撮影範囲のイメージと体操トレーニングセンターの概観
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4.　効果の検証
　本システムの一連の装置は練習毎に設置しているが，設置にかかる時間は大学生１人で行って５
分程度である．パソコンの接続・起動や多くの機器同士を接続するなどの手間がないため，短時間
での設置が可能となった．設置方法や機器の操作方法については，特にシステム説明会や設置訓練
を行わなくとも，利用者全員の設置と機器操作が可能であった．現時点では，機器の保全などの観
点から，機器の設置・操作をする学習者は大学生のみに限定しているが，中学・高校生程度の学習
者であっても，設置・操作は十分に可能であると考えられる．また練習施設自体に電源以外で一切
条件や改造を必要としない点にも非常に優位性がある．
　練習中は大学生の部員数 25 名で同時利用しているが，床運動スペースでのストレッチやトレーニ
ング時を除く，ほとんどの練習において活用され，閲覧や繰り返し再生の際に目立った混雑はない．
以上のことから同程度の規模の体操練習，運動学習において本システムは効果的に働くと考えられ
る．
　また，練習中の閲覧回数も練習時間 4 時間当たり，全体で数十回におよぶほど利用頻度も高い．
本システムの導入以降は，従来行ってきた随時撮影・随時閲覧での運動確認は行われていない．今
後も，練習における動作確認・運動学習効率の向上が期待される．
5.　今後の課題
　現在のところ，目立った不都合は見られないものの，当初からいくつかの欠点も指摘されている．
まず，撮影場所から離れた学習者の映像は解像度が小さくて見難い．それを補うために，複数のシ
ステムを導入しようとしても，1 台の映像遅延装置からは，1 台分のデジタルビデオ映像しか処理で
きないため，2 セット目からも同様のコストがかかる．そのため，画面分割の可能な映像遅延装置を
導入するなどの対策が必要となる．
　現在は加茂市体操トレーニングセンターの利用者のうち，大学生のみに限定して利用しているが，
小学生などの利用者にも導入されるよう，本システムの有効性を多くの指導者に周知させていきたい．
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